グループＢ必要なご家庭に週４回お弁当宅配を続けている。１食300円であるが全額支援をしている家庭も多く、需要が多くなっている。週で120食を超えている。


ぬくもりスペース『NUKUNUKU』、花咲心～Hanaemi Kitchen～、なぎさ★キッチン、だれでも食堂なないろkitchen、共育プラザ南小岩、　　nappaカレー食堂、なごみの家鹿骨
つながりですでにやっていること
・高校生による子ども食堂「えどかん」食堂
・フードパントリー・バンク運営
・学習支援、進学支援
・特別教育支援
・フリースクール


・利用者からの紹介による必要家庭の把握
・学校長、児相からの対応リクエストの受諾⇒ネットワークあり
・地元農家、パントリー提供企業からの食材提供


なごみの家さんで活動しているシニアの会の皆様が月１回の集まりをnappaで開催してくださっている。多世代交流あり

ご寄付された食材で食堂開催に関係ない時期だったので連絡し合って無駄にしないで済んだことがあった


お弁当120食届けている。1食300円、状況によって無料。色々な方から食材

地元企業からのサポートを受ける、。葛西新聞で広く食材の援助を呼びかけ


食堂、学習支援、遊びを含めた活動


月２回のイベント「中高生kitchen」で地域（なごみの家、自治会、商店街）からいただいた食材を使用して調理、会食


娘の前職場の知人が英語の先生で数か月に１度ですが、子ども食堂の前に読み聞かせをしてくれる


つながりでやってみたいこと
学習支援や子ども理容室の活動の継続をしていきたい。
子ども達に多年代の出入りする中で育むことが出来たらと考えている。


フードバンク江戸川でのパントリー開催
シェルター付き子ども食堂の開設⇒つなげられる逃げ場所
学習支援を取り入れたいが、時間が取れない（居場所が借り物）
レンタルスペースで料金がかかる

中高生kitchenの先生（調理）でぜひ来ていただきたい。※以前nappaから中国料理が得意の先生に来ていただきギョーザ教室を。


近くの子ども食堂で農家さんからいただくなどで毎日余っている。食材があれば提供し合えたら良い


支援団体様から支援をいただいた子どもたちのおやつをカレー食堂で提供している


職場の施設の活用


近所の農家さんと連携して野菜を育てて提供したい


子どもだけではなく高齢者を含めた世代間交流を目的とした活動


不登校支援「ユースサポート」でお昼を一緒に作ったりして提供、その食材の一部を寄付頂いてます


らいおんはーとから食材をいただている


保育園、学童をやっているので、そこで子ども食堂の案内をしている


（サミットさん）近隣スーパーマーケットと連携して店内で紹介してもらっている



